
八千種小学校１年（当時）　白井汰知 

福崎東中学校３年（当時）　村田壮磨 

福崎町 

良
い
人
間
関
係
の
大
切
さ 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
） 

日
野
こ
こ
ろ 

　
最
近
の
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
の
記

事
を
見
て
み
る
と
、『
死
亡
』
と

い
う
『
命
』
に
関
係
の
あ
る
単
語

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
内
容
は
自

然
災
害
に
関
係
す
る
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
そ
れ

よ
り
も
殺
人
や
自
殺
、
事
件
な
ど

で
、
人
が
人
の
命
を
奪
う
と
い
う

内
容
が
多
い
気
が
す
る
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
私
は
一
日
に
何
件
く

ら
い
殺
人
や
自
殺
に
関
す
る
記
事

が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
な
ん
と
十
三
件
も
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
日
だ
け

が
特
別
多
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

他
の
日
も
調
べ
て
み
る
と
、
残
念

な
こ
と
に
、
そ
の
日
も
約
十
件
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

　
私
は
、
い
く
つ
か
の
記
事
を
読

ん
で
み
ま
し
た
。
様
々
な
原
因
が

書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
で

も
『
人
間
関
係
』
が
原
因
で
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
学
校
で
の
い
じ
め
、

友
だ
ち
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
仕
事
上

の
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
、
身
近
な

人
間
関
係
が
事
件
の
原
因
と
な
っ

て
い
た
の
で
す
。 

　
で
は
、
こ
う
い
っ
た
事
件
を
減

ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
良
い
人
間
関

係
を
築
く
こ
と
で
減
ら
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
お
互

い
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
正
直
に

伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
自
分

は
相
手
の
気
持
ち
を
、
相
手
は
自

分
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

誤
解
か
ら
生
ま
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
り
に
く
く
な
る
と
思
う
か
ら

で
す
。 

　
私
が
小
学
生
の
頃
、
あ
る
子
か

ら
、「
友
だ
ち
と
ケ
ン
カ
を
し
た
」

と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
ケ
ン
カ
の
相
手
の
子

か
ら
も
同
じ
よ
う
に
相
談
を
受
け

ま
し
た
。
二
人
の
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
お
互
い
に
自
分
の
気
持
ち

を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
き
れ
て
い
な
い

だ
け
で
な
く
、
相
手
が
な
ぜ
怒
っ

て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

気
ま
ず
く
な
っ
て
い
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。 

「
そ
れ
な
ら
ば
！
」
と
思
い
、
私

は
二
人
に
お
互
い
が
思
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
、

お
互
い
に
誤
解
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
、
仲
直
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
き
っ
と
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
も

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
よ
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
互

い
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
き
ち
ん

と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う

の
で
す
。 

　
し
か
し
、
何
で
も
正
直
に
伝
え

て
し
ま
う
と
、
相
手
が
傷
つ
き
、

逆
に
も
め
る
場
合
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
も
、
何
で
も
正
直

に
言
わ
れ
る
と
、
イ
ラ
ッ
と
し
た

り
、
傷
つ
い
た
り
す
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
言
い
方
を
変

え
て
み
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
相
手
の
意
見
に
反
対

す
る
と
き
、
き
つ
く
、 

「
こ
ん
な
ん
い
や
や
！
」 

と
言
う
よ
り
も
、 

「
そ
れ
も
い
い
け
ど
、
こ
っ
ち
も

よ
く
な
い
？
」 

と
言
う
方
が
相
手
も
傷
つ
く
こ
と

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
全
否
定
す
る
よ
り
も
、
相
手

の
意
見
も
た
て
な
が
ら
、
自
分
の

意
見
も
言
う
方
が
、
相
手
も
心
穏

や
か
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

納
得
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
伝
え
る
手
段
は
自
分
の
口
か
ら

出
る
言
葉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
字
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
多
く
の
人
が

自
分
用
の
様
々
な
通
信
機
器
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
と
て
も
便
利

で
、
世
界
中
の
人
と
簡
単
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
相
手
の
顔
が
見
え
ず
、

交
流
の
手
段
は
文
字
に
よ
る
の
で
、

一
文
字
抜
け
た
だ
け
で
も
文
章
の

持
つ
意
味
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
あ
る
子
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、

「
○
○
ち
ゃ
ん
か
わ
い
く
な
い
？
」

と
、
疑
問
形
に
し
た
か
っ
た
の
に
、

ハ
テ
ナ
を
つ
け
ず
に
送
信
し
て
し

ま
い
、 

「
○
○
ち
ゃ
ん
か
わ
い
く
な
い
」

と
い
う
肯
定
し
た
文
が
本
人
に
伝

わ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
そ
う

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
伝
え
る
側
の
ミ
ス

や
、
受
け
取
る
側
の
誤
解
に
よ
り
、

様
々
な
事
件
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
顔

を
合
わ
せ
て
話
を
し
、
相
手
の
気

持
ち
を
大
切
に
す
る
と
、
殺
人
や

自
殺
に
ま
で
つ
な
が
る
よ
う
な
最

悪
の
事
件
は
減
る
と
思
い
ま
す
。 

　
私
も
、
こ
れ
か
ら
は
今
以
上
に

気
を
つ
け
て
、
良
い
人
間
関
係
を

築
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

６ 

福崎小学校１年（当時）　小西悠太 



「
あ
り
が
と
う
」
っ
て 

　
言
っ
た
あ
な
た
に
　
「
あ
り
が
と
う
」 

高
岡
小
学
校
３
年（
当
時
）　
岡
本
琉
那 

あ
り
が
と
う 

　
ふ
ん
わ
り
言
葉
で
　
心
が
笑
顔 

福
崎
小
学
校
４
年（
当
時
）　
楠
田
葉
菜 

あ
り
が
と
う
　
そ
の
言
葉
だ
け
で 

　
う
れ
し
い
よ 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
釣
　
明
穂 

思
い
や
り
　
み
ん
な
の
笑
顔 

　
つ
な
が
る
心 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
）　
赤
松
紗
奈 

７ 

役
場
職
員
の
紹
介
　
第
２
回 

人
権
に
つ
い
て 

　
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
女
性

や
高
齢
者
、
同
和
問
題
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、
毎
年
、
人
権
研
修

会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
住

民
の
皆
様
に
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
普

段
の
生
活
の
中
で
問
題
は
起
こ
り

ま
す
。
今
回
、
子
ど
も
の
心
を
大

き
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
問
題
が
起

こ
り
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
そ
の
お
子
さ
ん
や
ご
両
親
等

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
二
度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

再
発
防
止
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

　
６
月
定
例
議
会
は
２４
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
７
月
に
入
り
、
２８
年

度
も
３
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
を
は
じ
め
、

ま
ち
づ
く
り
は
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
が
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

一
歩
一
歩
を
積
み
重
ね
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

第４６７回福崎町議会 

町
長
　
橋
本
省
三 

　
「
大
地
に
根
を
張
り
、
幹
を
太

ら
せ
、
枝
を
広
げ
、
大
き
く
伸
び

行
く
福
崎
の
教
育
」
を
長
期
目
標

に
掲
げ
、
今
年
は
、
①
就
学
前
保

育
・
教
育
の
充
実
。
②
学
校
教
育

の
充
実
。
③
家
庭
の
教
育
力
を
高

め
る
。
④
地
域
の
教
育
力
を
高
め

る
。
⑤
生
涯
学
習
の
充
実
。
⑥
開

か
れ
た
教
育
委
員
会
の
推
進
。
を

重
点
目
標
に
上
げ
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
課
題
も
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
方
々
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一

歩
一
歩
前
進
し
て
い
ま
す
。｢

福

崎
で
育
っ
て
、
学
ん
で
、
住
ん
で
、

良
か
っ
た｣

と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

シスレーのバラ 
「絆 －KIZUNA－」 

教
育
長
　
　
寄
十
郎 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

よもぎ入りホットケーキを作ったよ 
　福崎幼児園では、５歳
児が月に１度『お楽しみ
クッキング』を実施して
います。４月は『よもぎ
入りホットケーキ』を作
りました。 
　よもぎを知らない園児
が大勢いたので、まずはよもぎに関する絵本を見たり
調べたり。それから、いざ！よもぎ採りへ！たくさん
採ってきたよもぎを、みんなで掃除して、洗って、茹
でて、ホットケーキにのせて焼きあげました。「いいに
おい」「おいしい！」「おかわり!!」と言いながらおいし
くいただきました。 
　クッキングをしてからは、「あ、よもぎがある!!」「ほ
んまや!」と、すぐによもぎを見つけられるようになり、
自分たちの身近なところにも、思わぬおいしい食材が
あるということを知った子どもたちです。 

夏の交通事故防止運動 

　夏はレジャーなどにより、交通の流れ、交通
量が変化し、事故が起こりやすい季節です。交
通事故にあわないよう十分に注意し、交通ルー
ルを守り正しい交通マナーの実践を心がけまし
ょう。 
 
○飲酒運転は絶対にしないでください。 
○全ての座席でシートベルト・チャイルドシー
トを正しく着用してください。 
○運転中に携帯電話を使用しないでください。 
○夕暮れ時の運転は早めのライト点灯を心がけ、
歩行者は反射材などを身につけてください。 

７月１５日（金）～２４日（日） 



ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
「
無
料
で
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

体
験
宿
泊
」
と
い
う
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
見
て
、
添
付
の
ハ
ガ

キ
で
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
当
選

し
、
母
子
３
人
で
出
か
け
た
。 

　
事
前
に
届
い
た
宿
泊
案
内
に
、

５０
分
ほ
ど
の
会
員
権
付
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
説
明
が
あ
る

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。 

　
到
着
後
す
ぐ
に
、
宿
泊
室
で
５０

分
の
説
明
を
聞
い
た
。
翌
朝
に
も

説
明
が
あ
り
、
出
発
予
定
時
間
を

過
ぎ
て
も
勧
誘
が
続
い
た
。
契
約

し
な
い
と
帰
れ
な
い
と
思
い
、
会

員
権
付
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
一
室
を

１
０
０
万
円
で
契
約
し
た
。 

　
帰
宅
後
、
や
は
り
や
め
た
い
と

思
い
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
ハ

ガ
キ
を
送
っ
た
が
、
「
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
」
と
言
わ

れ
た
。 

（
３０
歳
代
女
性
） 
 

〔
処
理
〕 

　
不
動
産
（
土
地
や
建
物
）
の
契

約
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
と
い

う
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
条
件
は
、

事
務
所
外
で
の
宅
地
建
物
取
引
業

者
が
売
り
主
と
な
る
契
約
で
、
期

間
は
８
日
間
で
す
。 

　
セ
ン
タ
ー
が
介
入
し
交
渉
中
で

す
が
、
難
航
し
て
い
ま
す
。 

　
業
者
か
ら
は
解
約
違
約
金
１０
万

円
で
合
意
解
約
を
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
一
度
し
た
約
束
（
契
約
）
を
勝

手
に
破
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か

ら
、
契
約
か
ら
一
定
の
期
間
内
で

あ
れ
ば
、
消
費
者
側
か
ら
一
方
的

に
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
仕
組
み
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
で
す
。 

　
た
だ
し
、
全
て
の
契
約
が
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
訪
問
販
売
等
で
の
契
約
は
、

特
定
商
取
引
法
の
規
定
に
よ
り
、

一
般
的
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

可
能
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
不
動
産

の
契
約
は
、
特
商
法
で
な
く
、
宅

地
建
物
取
引
業
法
が
適
用
さ
れ
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り

ま
す
が
、
条
件
等
が
厳
し
く
な
り

ま
す
。
８
日
以
内
で
あ
っ
て
も
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
安
易
に
契
約
し
て
、
解
約
す
る

と
き
に
、
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
、

契
約
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。
必

要
が
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
、
き

っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。 

　
チ
ラ
シ
に
は
消
費
者
に
と
っ
て

不
利
な
内
容
は
小
さ
く
書
か
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
「
無
料
」

等
、
お
得
な
情
報
だ
け
で
判
断
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

無
料
商
法
に
ご
用
心
！
 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

８ 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

国民年金のお知らせ 
●国民年金被保険者の種類は、職業などによって３
種類あり、それぞれ加入手続きや保険料の納付方
法が違います。 

●こんなときは住民票がある市区町村役場で手続きを！ 

第１号　 
被保険者 

・学生 
・自営業者 
・無職　等 

・会社員 
・公務員　等 

・第２号被保 
　険者に扶養 
　されている 
　配偶者 

住民票のある 
市区町村役場 
へ届出 

勤務先の事業 
主が届出 

配偶者の勤務 
先経由で届出 

各自が納付 

勤務先で納付 
（給料から天 
引き） 

自己負担なし 
（配偶者が加 
入する年金制 
度が負担） 

第２号　 
被保険者 

第３号　 
被保険者 

どんな人が？ 加入の届出は？ 保険料の納付は？ 

２０歳になった方 学生・自営業・無職などであるとき 

住所や氏名が変わったとき 

保険料の免除申請をしたいとき 

会社を退職したとき 

増収や離婚等で配偶者に扶養されな 
くなったとき 

配偶者が６５歳になり第２号被保険者 
でなくなったとき 

配偶者が厚生年金保険や共済組合等 
に加入していた会社を退職したとき 

こんなとき 

現在第１号被保険者の方 

現在第２号被保険者の方 

現在第３号被保険者の方 

※必要書類は事前にご確認ください。 

住民生活課（内線３７４） 



採水日　平成27年10月13日 

　水道水は、法令等に定められた検査項目と検査頻度

により水質検査を行っています。 

　福崎町では、検査が義務付けられている検査項目と、

その他項目についても検査を行っています。また、水

道水の原水も検査しています。 

　結果は、水質基準に適合しており、飲料水として十

分な安全性を確保しています。 

●平成27年度水道水水質検査結果● 

基　準　項　目 
亀坪大歳神社 八千種研修 センター　 

検　査　結　果 

田口公民館 

基準値 
（mg/L） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22

一般細菌 

大腸菌 

亜硝酸態窒素 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

塩化物イオン 

有機物（ＴＯＣの量） 

pH値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

100個/ml以下 

検出されないこと 

0.04以下 

0.01以下 

0.6以下 

0.02以下 

0.06以下 

0.03以下 

0.1以下 

0.01以下 

0.1以下 

0.03以下 

0.03以下 

0.09以下 

0.08以下 

200以下 

3以下 

5.8以上～8.6以下 

異常でないこと 

異常でないこと 

5度以下 

2度以下 

1 

陰性 

0.004未満 

0.001未満 

0.13 

0.002未満 

0.002 

0.003未満 

0.003 

0.001未満 

0.008 

0.003未満 

0.003 

0.001未満 

0.008未満 

4.7 

0.3 

6.48 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.2

0 

陰性 

0.004未満 

0.001未満 

0.09 

0.002未満 

0.008 

0.003未満 

0.002 

0.001未満 

0.016 

0.004 

0.006 

0.001未満 

0.008未満 

9.5 

0.5 

7.10 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

陰性 

0.004未満 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001未満 

0.003未満 

0.002 

0.001未満 

0.004 

0.003未満 

0.002 

0.001未満 

0.008未満 

4.6 

0.3 

6.56 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.4

問い合わせ先　上下水道課（内線３８３・３８５） 

９ 

　５月３１日（火）にボンマルシェ福崎店で、福崎町防

犯指導委員会主催による「春の防犯キャンペー 

ン」を、福崎警察署と福崎防犯協会の協力を得て実

施しました。 

　現在、振り込め詐欺や車上狙い、空き巣などが多

発しています。防犯意識を高め、みんなが注意し合い、

犯罪のない明るい福崎町にしましょう。 

（住民生活課） 

　水道週間（６月１日～７日）の取り組みとして、

６月２１日（火）、スポーツ公園で管工事業協同組合主

催による技術講習会が開催され、水道技術関係者と

上下水道課職員が参加しました。 

　大規模な災害はいつやって来るか分かりません。

生活の基盤となる安全な水を、少しでも早く届けら

れるよう、最新の災害対策器具についての知識を深

めました。これからも最新の情報を得つつ、各組合

員との連携を確認し、災害が多くなる時期に向け万

全の体制を整えていきます。　　　　（上下水道課） 

～安定した給水確保のために～ 
水道技術講習会を実施 



国民健康保険のお知らせ 国民健康保険のお知らせ 【問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５５）】 

介護保険のお知らせ 介護保険のお知らせ 

　
７
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。 

　
高
齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と
あ

わ
せ
て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
昭
和
１９
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
は
一
部
負
担
額
が
１

割
、
昭
和
１９
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
は
２
割
（
現
役
並
み
所

得
の
方
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
郵
送
す
る
証
は
平
成
２７

年
中
の
所
得
等
に
よ
り
算
出
し
た

一
部
負
担
金
割
合
を
記
載
し
て
い

ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

ま
す
の
で
医
療
機
関
に
か
か
る
時

は
窓
口
で
保
険
証
と
あ
わ
せ
て
ご

提
示
く
だ
さ
い
。 

  

　
高
齢
受
給
者
証
は
誕
生
日
の
翌

月
か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方

は
誕
生
月
か
ら
で
す
。
使
用
が
可

能
と
な
る
月
の
前
月
下
旬
に
該
当

の
方
に
送
付
し
ま
す
。 

     

　
８
月
か
ら
新
し
く
平
成
２７
年
中

の
所
得
等
で
算
出
す
る
認
定
証
が

発
行
で
き
ま
す
。
入
院
ま
た
は
高

額
に
な
る
外
来
診
療
の
際
に
、
こ

の
証
と
保
険
証
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
１
つ
の
医
療
機

関
等
に
お
い
て
１
か
月
の
保
険
内

診
療
分
に
か
か
る
自
己
負
担
が
限

度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。 

 ﹇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７５
歳
未
満
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方 

　
こ
の
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ

れ
ま
す
。
証
の
発
効
期
日
（
申
請

月
の
１
日
）
か
ら
食
事
代
が
減
額

に
な
り
ま
す
の
で
申
請
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。 

﹇
限
度
額
適
用
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７０
歳
未
満
の
住
民

税
課
税
世
帯
の
方 

※
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
の
み
交
付
対
象

と
な
り
ま
す
。 

　
申
請
は
８
月
１
日
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
認
定
証
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の

国
民
健
康
保
険
証 

・
印
鑑 

 

保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
方
は
こ

の
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！ 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担 

額
減
額
認
定
証
」「
限
度 

額
適
用
認
定
証
」
が
必
要 

な
方
は
必
ず
申
請
を
　

　 

新
し
く
７０
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ 

　
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
（
白
色
）
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。
平
成
２８
年
度
の
所
得
判
定
後
、
８
月
１

日
か
ら
翌
年
の
７
月
３１

日
ま
で
有
効
の
負
担
割

合
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
事
業
所
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
旧
負
担
割
合

証
は
有
効
期
限
終
了
後

に
健
康
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

新
し
い
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す 
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に 

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す 

いいえ 

いいえ は　い 

判定基準 

年金収入＋その他の合計所得金額が 
・単身世帯の場合２８０万円以上 
または 
・６５歳以上の人が２人以上いる 
　世帯の場合３４６万円以上 

※利用者の負担額には、１か月の上限額（高額介護サ
ービス費）があるため、自己負担がすべて２倍にな
るわけではありません。 

本人の合計所得金額が１６０万円以上 

２割負担 １　割　負　担 

は　い 

見 本 

【問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５４・３６４）】 

１０ 

『ふくさき防災ネット』に登録を！ 『ふくさき防災ネット』に登録を！ 

　平成２６年４月から『ふくさき防災ネット』の運
用を開始しています。 
　気象情報、地震情報、避難勧告や火災などの情
報を携帯電話のメールを活用して配信するサービ
スです。 

　登録方法は、fukusaki@bosai.net宛て
または、下記のＱＲコードを読み取り、空
メールを送信して登録してください。 
　詳しくは町ホームページ 
をご覧ください。 



後期高齢者医療制度のお知らせ 後期高齢者医療制度のお知らせ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
を
決
め
る
基
準
で
あ
る
保

険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
ま
す
。
７
月
中
旬
に
「
平
成

２８
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

保
険
料
の
支
払
方
法 

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い 

　
【
特
別
徴
収
】 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
支
払
い
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

税
務
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

②
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の 

　
お
支
払
い
【
普
通
徴
収
】 

　
年
金
の
受
給
額
が
年
額
１８
万

円
未
満
の
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方
が
対
象
で
す
。

原
則
、
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
、
毎
月
月
末
を
納
期
限
と
し

て
、
９
期
に
分
け
て
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。 

   

保
険
料
の
計
算
方
法 

　
年
間
の
保
険
料
は
一
人
ひ
と

り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
と
な
り
ま
す
。 

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

毎
年
８
月
１
日
で
す
。
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
で
新
し
い
被
保

険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
有
効
期

限
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期

被
保
険
者
証
）
を
送
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成

２７
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
平
成
２８
年
度
の
住
民
税
課

税
所
得
と
平
成
２７
年
中
の
収
入

額
（
１
月
か
ら
７
月
ま
で
は
平

成
２６
年
）
を
も
と
に
計
算
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
状
況
の

異
動
や
所
得
の
更
正
に
よ
り
、

随
時
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

   

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
は
認
定
証
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に
１

か
月
間
に
支
払
う
自
己
負
担
額

が
、
外
来
・
入
院
と
も
区
分
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
も

減
額
さ
れ
ま
す
。（
柔
道
整
復
、

鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
な
ど
は
除
く
。
） 

　
認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年

８
月
１
日
で
す
。
現
在
、
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月
以
降

も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
い
っ

し
ょ
に
送
付
し
ま
す
。 

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
で
減
額
認
定
証
の
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
健

康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
必
要
と
さ
れ
る
方
の
保
険
証 

・
印
鑑 

・
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証 

 

問
い
合
わ
せ
先 

・
資
格
に
関
す
る
こ
と 

健
康
福
祉
課（
内
線
３
５
５ 

・
３
５
６
・
３
７
９
） 

・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と 

　
　
税
務
課
（
内
線
３
４
２
） 

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
局
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１ 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません） 

（平成２７年中（１～１２月）の 
総所得金額等（※） 
　－　３３万円）×　１０.１７％ 

平成２８年度保険料額 
（最高限度額５７万円） 

②所得割額 

４８,２９７円 

①均等割額 ①＋② 

＋ ＝ 

し
ん
き
ゅ
う 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額 

減
額
認
定
証
　
　
　
　
　
　 

　サマージャンボ宝くじの収益金は、県内市町の住

みよいまちづくりに活用されています。 

　収益金は各都道府県の販売実績などに応じて交付

されますので、ぜひ兵庫県内の宝くじ売り場でお買

い求めください。 

7月6日（水）発売　　　 
発売期間　７月６日（水）～７月２９日（金） 

抽せん日　８月９日（火） 

問い合わせ先　（公財）兵庫県市町村振興協会 

　　　　　　　　０７８（３２２）１１５１ 
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